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冬の味覚 越前がに



大盛況!!
　１１月１４日・１５日、アクティブハウス越前駐車場で「越前かにまつり」
が開かれました。
　初日にはテレビ番組の「朝だ！生です！旅サラダ」で紹介されるなど、
全国に向けて越前がにや越前かにまつりの魅力を発信しました。ま
た、越前の特産品を数多く揃えた販売コーナーでは、新鮮な魚介類
や干物などを買いにきた大勢の人でにぎわい、越前海岸の豪華特産
品が当たる日本海大抽選会やイベントの目玉の一つ「セイコガニ汁」
の格安販売では列ができるほどの盛況振りでした。
　冬の味覚「越前がに」のシーズン到来を告げる「かに漁解禁」と「越
前かにまつり」を皮切りに、これからの季節、多くの観光客が越前町
に訪れることが期待されます。
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自動交付機のお知らせ
　12月29日（火）から平成22年1月3日（日）
までの年末年始の期間中は、丹南地域に設置さ
れている全ての自動交付機が利用できません。
　町民の皆さんのご理解をお願いします。

問合せ先
住民課
宮崎コミュニティセンター 住民サービス室
越前コミュニティセンター 住民サービス室
織田コミュニティセンター 住民サービス室

………………………………………☎34ｰ8708
…☎32ｰ7711
…☎37ｰ7711
…☎36ｰ2270

年末年始の観光施設などの営業案内

施　設　名

１２月 １月

28日
（月）

29日
( 火 )

30日
( 水 )

31日
( 木 )

1日
( 金 )

2日
( 土 )

3日
(日 )

4日
(月 )

5日
( 火 )

6日
( 水 )

7日
( 木 )

8日
（金）

9日
（土）

温
泉
施
設

泰澄の杜 × × × ※１２：００～１６：００ ○ × ○ ○ ○ ○

花みずき温泉「若竹荘」 ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

越前町営国民宿舎 かれい崎荘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

越前温泉露天風呂「漁火」 ○ ○ ○
※１１：００～１８：００

○ ○ ○ ○ ○ ○

アクティブハウス越前 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

道の湯 × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○

なぎさの湯 ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

研
修
施
設

オタイコ・ヒルズ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

販
売
施
設

道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 × × × ※年越営業
22：00 ～ 2：00 ※１０：００～１５：００ ○ × ○ ○ ○ ○

花の茶屋「よって駅ね」 × × × × ※１０：００～１６：００ × × × ○ ○ ○

おもいでなファーム ○ ○ ○ ※１０：００～１２：００ × × × × × ○ ○ ○ ○

観
光
施
設

福井総合植物園 プラントピア朝日 × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○

越前がにミュージアム ○ ○ ○ ※１０：００～１６：００ ○ ○ ○ ○ ○ ○

越前岬 水仙ランド ○ ○ ○ ※１０：００～１６：００ ○ ○ ○ ○ ○ ○

悠久ロマンの杜 朋楽の里 ○ × ○
○ ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○ ○
※朋楽館は休館

老
人
福
祉
施
設

幸若苑 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ×

陶寿園 ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 通常営業　× 休館　　※表示時間に営業



１２
月
は
、
不
法
投
棄
等

防
止
啓
発
強
調
月
間
で
す
！

◎何人も、みだりに廃棄物を捨てたり、
野外焼却をしてはいけません！

◎このような行為は、廃棄物処理法違反
で罰せられることがあります！

◎自分の土地に廃棄物をみだりに捨てた
場合も不法投棄になります！

許さない！ 廃棄物の不法投棄・野外焼却

　最近、粗大ごみなどの様々な廃棄物を河川や山林など人目につきにくい場
所へ不法投棄したり、建設廃材を不法投棄する事例が見受けられます。また、
｢野外焼却｣(いわゆる野焼き)も廃棄物処理法で禁止されていますが、一向に
後を絶ちません。
　さらに、脱税を目的とした軽油密造工場から排出される指定有害廃棄物「硫
酸ピッチ」の不法投棄、不適正保管についても全国的な問題となっています。

　廃棄物処理法の規定では、次のような場合、５年以下の懲役、
1,000万円以下の罰金に処せられることがあります。

　私たちの郷土である美しい福
井の自然と生活環境を守るため
に、私たち一人ひとりが監視役と
なって廃棄物の不法投棄、悪質な
野外焼却、硫酸ピッチの不適正処
理をなくしましょう。
　廃棄物の不法投棄や野外焼却

を発見したときや、軽油密造や硫酸ピッチに関する情報を得たときは、次の
不法投棄110番および最寄りの県の健康福祉センター、または市町役場の
廃棄物担当課、警察署(交番・駐在所)に通報してください。

①みだりに廃棄物を捨てた場合
②法令で定められた方法や公益上または社会の慣習上
やむを得ない場合（たき火、どんど焼きなど）を除いて、
廃棄物を焼却した場合

③法令で定められた方法によらずに、指定有害廃棄物
「硫酸ピッチ」を保管、収集、運搬または処分した場合

　【不法投棄110番】(対象区域は、県下全域です)
県廃棄物対策課 …………………………………………… ☎0776-20-0584
【警　　察】 鯖江警察署丹生分庁舎 …………………………… ☎34-0110
【関係機関】 丹南健康福祉センター  環境廃棄物対策課 ……… ☎51-0034
 保健衛生課 ………………………………………… ☎34-8710
 宮崎コミュニティセンター 住民サービス室 ……… ☎32-7711
 越前コミュニティセンター 住民サービス室 ……… ☎37-7711
 織田コミュニティセンター 住民サービス室 ……… ☎36-2270
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年末年始の
ゴミ収集日程

２００９年／１２月 ２０１０年／１月
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
月 火 水・祝 木 金 土 日 月 火 水 木 金・祝 土 日 月 火 水

朝日
地区

可 燃 ご み ○ ○ ○ 休み ○
プ ラ 製 ご み ○
コ ン テ ナ ご み 休み ★ 休み ○

※朝日地区の可燃ごみの最終収集日は、12月28日（月）です。1月4日（月）から収集します。
※プラ製ごみは、第1・3火曜日です。1月5日（火）から収集します。
※コンテナごみは、12月24日（木）が最終収集日です。（★印に収集）なお、30日（水）のコンテナごみは休みです。1月6日（水）から収集します。
※１月4日（月）からのごみ収集は、通常どおりです。

宮崎
地区

可 燃 ご み ○ ○ ○ 休み ○
不 燃 ご み ○
プ ラ 製 ご み ○
食 用 油 ○
ペットボトル・空きびん・
乾電池類・スプレー缶・
蛍光灯

○

空 き 缶 ○ 休み
※宮崎地区の可燃ごみの最終収集日は、12月28日（月）です。1月4日（月）から収集します。
※1月1日（金・祝）の空き缶は、休みです。翌週の1月8日（金）から収集します。
※1月4日（月）からのごみ収集は、通常どおりです。不燃ごみは、1月8日（金）、プラ製ごみ・空きびん・乾電池類・スプレー缶は、1月12日（火）から収集します。

越前
地区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ 休み 休み ○ ○
不 燃 ご み ○
プ ラ 製 ご み ○
乾電池・スプレー缶・
蛍光灯・空き缶・
空きびん

○

ペットボトル・トレー・
新聞紙・雑誌類・
ダンボール類・
紙パック・繊維類

○

ト ロ 箱 ○ ○ ○
粗 大 ご み ○
有 料 粗 大 ご み 休み

※越前地区の可燃ごみの最終収集日は、12月28日（月）です。1月4日（月）から収集します。
※乾電池・スプレー缶・蛍光灯・空き缶・空きびんなどのごみは、第1・3火曜日です。年末はありませんので、1月5日（火）から収集します。
※1月2日（土）の有料粗大ごみは、休みです。翌週の9日 ( 土 ) に収集します。
※1月4日（月）からのごみ収集は、通常どおりです。不燃ごみ・プラ製ごみは、1月12日（火）、ペットボトル・トレー・新聞紙・雑誌類・ダンボー

ル類・紙パック・繊維類は、1月14日（木）から収集します。

織
田
地
区

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ 休み ○
プ ラ 製 ご み ○
不燃ゴミ・乾電池類・
スプレー缶・空き缶・
空きびん・ペットボト
ル・トレー ･ 紙パック

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ★ 休み 休み ○
プ ラ 製 ご み ○
不燃ゴミ・乾電池類・
スプレー缶・空き缶・
空きびん・ペットボトル・
トレー・紙パック

休み

※織田地区の可燃ごみの最終収集日は、12月28日（月）です。12月28日（月）は、Ｂ地区も収集します。（★印に収集）
※織田地区 Ｂ地区の不燃ごみと資源ゴミは、1月8日（金）に収集します。Ａ地区は通常どおり1月7日（木）から収集します。
※1月4日（月）からのごみ収集は、通常どおりです。プラ製ごみは、Ａ地区・Ｂ地区とも1月13日（水）から収集します。

自己搬入の場合は？

し尿収集の申込みは？

※ ★印は、変更の収集日です。○印は、通常の収集日です。ご注意ください。

鯖江クリーンセンター（☎５１－２３１０）　　
年末12月30日 ( 水 )11:30まで（クリーンセンターへの持込は、粗大ゴミのみ）
年始1月4日 ( 月 ) から通常営業です。
ニュ－クリーン公社（☎３４－５５１２）
年内12月22日 ( 火 )までの申込で年内中の収集可　年始1月5日（火）から通常営業です。
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町
で
は
、「
公
の
施
設
の
管
理
運
営
方
針
」
に
基
づ
き
、

施
設
の
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
公
の
施
設
の
管
理
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
、
８
月
広

報
掲
載
記
事
ま
た
は
越
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

行
政
の
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
」
は
、
新
し

く
事
業
、
施
設
を
つ
く
る
時
に
は
、
古
い
事
業
、
施
設

を
壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
仕
組
み
で
、
行
政

機
構
の
抑
制
方
法
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
織
の

新
設
に
あ
た
っ
て
も
、
同
等
の
組
織
の
廃
止
が
条
件
と

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
が
現
在
進
め
て
い
る
施
設
の
整
理
に
つ

い
て
は
、
新
旧
の
施
設
は
必
ず
し
も
１
対
１
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建

設
や
中
学
校
の
統
廃
合
で
は
、
機
能
を
１
つ
の
施
設
に

ま
と
め
て
、
複
数
の
施
設
を
減
ら
す
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
糸
生
中
学
校
の
改
修
の
よ
う
に
、
既
存
施

設
の
有
効
活
用
を
図
り
、
他
の
老
朽
化
し
た
施
設
の
機

能
を
移
転
し
た
り
、
新
た
な
機
能
を
付
加
す
る
施
設
も

あ
り
ま
す
。

　

町
の
進
め
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
は
、
人
口

２
万
５
千
人
の
町
と
し
て
必
要
な
機
能
を
備
え
た
上

で
、
将
来
的
に
も
財
政
負
担
が
大
き
く
費
用
対
効
果
が

低
い
も
の
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
で
、
施
設
の
維
持
管

理
費
、
人
件
費
、
借
地
料
な
ど
の
経
費
を
節
減
し
、
必

要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
向
上
、
町
財
政
の
健
全

化
を
図
る
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

町
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド

　

に
つ
い
て

新たなまちづくりに向けて
スクラップアンドビルド

　

施
設
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
は
抵
抗
感
も
あ
り
ま

す
し
、
ま
だ
使
え
そ
う
に
見
え
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
老
朽
化
の
著
し
い
施
設
や
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
施
設
、
機
能
の
類
似
し
た
施
設
を
必
要
以

上
に
抱
え
続
け
る
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
負
担
を
増
大

さ
せ
ま
す
。
建
物
の
性
質
上
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
建
物
の
耐
用
年
数
は
一
般
に
50
年
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
、
昭
和
56
年
に
施
行
さ
れ
た
新
耐
震
基
準
（
※
１
）

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
築
年
数
が
30
年
以
上
の
建
物
は

改
修
を
実
施
し
て
も
、
10
～
15
年
後
に
は
、
再
整
備
や

取
壊
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
空

き
施
設
が
散
在
す
る
こ
と
は
、
景
観
面
や
治
安
維
持
の

観
点
か
ら
も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
施
設
整
備
に
は
、
改
修
や
取
り
壊
し
も
含
め

合
併
特
例
債（
※
２
）を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

こ
の
機
を
逃
し
て
は
、
近
い
将
来
の
大
規
模
改
修
や
取

り
壊
し
、
建
て
替
え
の
財
源
確
保
に
不
安
を
残
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
将
来
に
わ
た
っ
て
想
定

さ
れ
る
経
費
も
勘
案
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド

を
行
う
こ
と
で
、
町
の
規
模
に
合
っ
た
、
長
く
利
用
で

き
る
施
設
を
確
保
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
や

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
た
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
施
設
整
備

※１ 新耐震基準
　昭和５６年の建築基準法（施行令）の改正によ
り、現行の新耐震基準が施行されました。新耐
震基準の建物は震度6強程度の地震でも建物が
倒壊しない耐震性能となっています。昭和56
年6月1日以降に建築確認を受けた建物には、新
耐震基準が適用されています。
※２ 合併特例債
　合併特例法による地方債の特例措置を、一般に

「合併特例債」と呼びます。
　合併直後の市町村では、旧市町村間の道路整
備や住民サービス、格差の是正のための施設整
備など、新たなまちづくりのために多額の経費が
必要になります。これらを支援するため、財政上
の特例措置が設けられています（合併年度とそ
れに続く１０か年度に限る）。

《合併特例債を財源とすることができる事業》
●一体性の速やかな確立・均衡のある発展のた

めの公共的施設の整備事業等
●地域住民の連帯の強化・旧市町村区域の地域

振興等のための基金の積立て

シ
リ
ー
ズ

行
政
改
革
⑤　■ 現在の施設の問題点と主な課題

問題点① 耐震性が不足

●防災拠点や災害復旧・復興拠点として
の十分な機能が果たせません

　　災害時には、公の施設が災害復旧・
復興の拠点となります。しかし、耐震
性の問題がある建物は、その役割が果
たせない恐れがあります。

問題点② 施設の老朽化が進行

●改修工事を重ねています
　　公の施設は、これまでにも

計画的な改修工事を行ってい
ますが、取壊し予定している
施設では、全ての面で著しく
老朽化が進んでいます。

●施設を維持管理するための費用が増大しています。
　　老朽化に伴い、建物や設備の改修、補

修の頻度が高まり、今後さらに費用が増
すことが予想されます。また、古い機器
類は部品の補充ができず、修繕が困難に
なっています。

●省エネルギーや地球温暖化対策という点
でも、効率がいいとは言えません。

　　現在の施設の設備では、こまめな省エ
ネ対策に取り組みにくく、環境に対して
も効率・機能が不十分です。

　■ 施設検討の基本的な方向性
公の施設の機能には、どのようなことが求められるか、様々な視点から検討します

住民サービスの検討
○ワンストップサービスを提供で

きる複合施設など、誰もが利用し
やすい施設に。

○使いやすい施設・設備や、わかり
やすい表示・案内に。

住民自治の拠点
○住民交流や住民活動の拠点とな

る施設に。
○「協働」の場として情報共有の拠

点となる施設に。

財政負担の軽減・効率化
○整備に必要な費用とともに、建物の

長期的な維持管理に必要な費用の
両方を勘案し、最適な方法を選定。

行政効率の向上
○住民サービスの維持向

上のために、総合的で効
率的な行政運営を行うた
めの執務環境が整った施
設に。

防災機能の整備・強化
○地震などの万一の災害に

対して、災害復旧と復興
拠点としての役割を十分
に果たせる施設に。

環境負荷の低減
○省エネルギーやリサイク

ルなど、できる限り地球
環境に配慮した施設に。

ワンストップサービス：必要な複数の手続きを一つの窓口で完了できるサービス

平成21年度に廃止する施設 平成22年度以降に廃止する施設

建物構造：RC 造 = 鉄筋コンクリート造
　　　　  S 造 = 鉄骨造
　　　　  SRC 造 = 鉄骨鉄筋コンクリート造

（築後年数は、平成21年10月現在の建築年月からの年数）

施設の名称 築後年数 建物構造・階数 延床面積
老人憩いの家
「つるぎ荘」 33年 木造平屋建 366㎡

旧朝日中学校（校舎） 46年 RC造3階建 3,911㎡

朝日体育館 39年 S造平屋建 2,089㎡

朝日勤労者体育館 30年 RC造平屋建 889㎡

元丹生地区
農業共済組合 48年 RC造2階建 437㎡

旧宮崎総合事務所 31年 RC造平屋建 1,335㎡

歴史資料館
（旧織田中学校） 37年 RC造3階建 893㎡

朝日郷土資料館 30年
( 移築後 ) 木造平屋建 376㎡

施設の名称 築後年数 建物構造・階数 延床面積
宮崎自然休養村
管理センター 31年 RC造2階建 1,045㎡

生涯学習センター
宮崎分館 37年 RC造2階建 1,010㎡

旧織田総合事務所 35年 SRC造3階 1,826㎡
生涯学習センター
織田分館 37年 RC造2階建 1,186㎡

糸生公民館 37年 RC造2階建 343㎡
織田児童館 26年 RC平屋建 205㎡
越知山大谷寺
青少年旅行村

（炊事舎、公衆便所）
42年 鉄骨、ブロック

造平屋建 29㎡

県民いこいの森センター 35年 RC造2階建 28５㎡
渡り鳥保護センター 35年 S造平屋建 105㎡
旧萩野小学校笈松分校 68年 木造2階建 300㎡
旧鯖江・丹生消防組合

織田分遣所 34年 RC造2階建
（車庫：S造平屋建） 265㎡



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

からのお知らせ
冬季間の運行
　冬季間は、積雪によりバスの発着時刻の遅れなどが予想されます。バスを利用する皆さん
にはご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
　また、積雪の場合、下記の区間は通行できませんので、迂回して運行します。

年末年始の運行・運休日
　年末年始の運行・運休日は、次のとおりです。来年の運行は、１月４日（月）からとなります。

ルート名 積雪の場合、通行できない区間 発着時刻の遅れ

宮崎地区 巡回ルート 蚊谷寺～蝉口
迂回して運行しますので、バス停によっては、

10分程度遅れる場合があります。

迂回ルート

積雪の場合、通行できない区間

12月28日
(月)
○

○…運行　×…運休

※宮崎地区巡回ルートは、12月28日（月）、1月4日（月）運休

問合せ先 政策調整室　☎34－8714

○× × × × × ×

12月29日
(火)

12月30日
(水)

12月31日
(木)

1月1日
(金)

1月2日
(土)

1月3日
(日)

1月4日
(月)

広報えちぜん �広報えちぜん�

えちぜん男女共同参画のつどい大盛況!!

第 56 回

Vol. 56

　10月30日から11月1日まで、町内の小学6年生16人が、旧朝日
町の時代から幸若舞が縁で姉妹都市交流を行っている福岡県みや
ま市へ行ってきました。
　2日目の舞堂の見学では、衣装を着せてもらったり実際に鼓を
打ってみるなど、幸若舞をより深く知ることが出来ました。3日目
はあいにくの雨でしたが、合羽を着ながら皆で楽しくミカン狩りをすることが出来ました。
　平成22年2月には、越前町でみやま市児童との交流を予定しています。

国際交流室　☎34－8713問合せ先

　10月24日、朝日多目的ホールで、えちぜん男女共同参画のつどいが開催
され、350人の参加がありました。
　オープニングの宗生流剣詩舞道会 朝日・糸生・宮崎子ども教室の皆さん
による吟舞では、子どもたちの真剣な舞いやかわいい仕草に会場から温かい
拍手が上がりました。
　坂下栄一実行委員長が、『基本は、夫婦がお互いの立場を認めあい協力し助
け合う事から始まると思う。それが、地域づくり、町づくりへと広がってい
く。』と呼びかけた後、気づき事業の発表やま～るく参画一座の寸劇、中央大
学法学部教授の広岡守穂先生の「妻が僕を変えた日」と題した講演が行われ、
講師自身の経験に則した具体的で分かりやすい話に、参加者はうなずきなが
ら熱心に聞いていました。

♪みやま市へ行ってきました♪

▲都市宣言文唱和

▲講師の広岡守穂先生

大変良かった
187人

良かった
46人

もう少し 2人

大変良かった
121人

良かった
78人

もう少し 3人 ●熱心な地域の活動の様子を知ることができました。（50代男性）
●男女だけでなく、人間として相手を思いやる気持ちが大切であ

ると改めて考えさせられた（40代女性）
●今日より、家族を大事にしたいと思います。（70代男性）
●初めてこのようなつどいに参加しましたが、とても有意義な時

間でした。また参加してみたいです。（30代男性）
●人生一度きり、「自分育て」をしたい人の手助けをするのが本当

の男女共同参画。自分の事を認めたり、見つめたりすることが
大事（50代女性）　など

★「つどいアンケート」より（アンケート協力：241人）

講演の評価 全体評価

自由意見

　11月8日、サンライズ織田にて越前町国際交流フェス
ティバルが開かれ、町内外から約300人が来場しました。

　今年は打楽器デュオのカリメロ・ミュージック・プールによる太鼓演奏が行われたほか、
各国の料理コーナーや、民族衣装などの着付け体験、押し花を使った栞の作成、子どもたちと
ALT との交流コーナーなどがあり、外国の方々との積極的な交流が行われました。
　合唱コーナーでは炭坑節を円になって踊ったり、生活支援バザールも例年通り大盛況と、交
流の場となって盛り上がった一日でした。

☆国際交流状況☆
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「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」  

明
先
さ
ん（
宮
崎
中
）が
知
事
賞
受
賞

　

南
越
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、租
税
教
育
の
一

環
と
し
て
税
知
識
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、税
に
つ

い
て
の
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
武
生
税
務
署
管
内
の
小
中
学
校
よ
り
多
数
の
応

募
が
あ
り
、明
先
加
奈
江
さ
ん（
宮
崎
中
３
年
）が
福
井
県
知

事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、越
前
町
内
の
多
数
の
児
童
・
生
徒
が
優
秀
作
品
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
並
び
に
特
賞
の
作
品
は
12
月
11
日（
金
）ま
で
朝
日

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
玄
関
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
ポ
ス
タ
ー
の
部

　

南
越
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞

織
田
小
学
校　

６
年　
　
　

大
鎌
日
奈
加

　

社
団
法
人
南
越
法
人
会
長
賞

織
田
小
学
校　

６
年　
　
　

友
広　
　

望

　

武
生
間
税
会
長
賞宮

崎
小
学
校　

６
年　
　
　

田
中　

夏
音

●
作
文
の
部

　

福
井
県
知
事
賞

宮
崎
中
学
校　

３
年　
　
　

明
先
加
奈
江

　

福
井
県
税
事
務
所
長
賞

宮
崎
中
学
校　

３
年　
　
　

津
田
茉
佑
香

　

北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
長
賞

朝
日
中
学
校　

３
年　
　
　

笹
本　

英
佑

　

南
越
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞

朝
日
中
学
校　

３
年　
　
　

久
保　

星
花

　

社
団
法
人
南
越
法
人
会
長
賞

宮
崎
中
学
校　

３
年　
　
　

武
田　
　

楓
▲南越青色申告会連合会長賞
　大鎌日奈加さんの作品

◀武生間税会長賞
　田中　夏音さんの作品

▶南越法人会長賞
　友広　望さんの作品

常
磐
小
に
租
税
教
育
推
進
校
感
謝
状
贈
呈

　

11
月
16
日
、租
税
教
育

推
進
校
と
し
て
常
磐
小

学
校
に
武
生
税
務
署
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

常
磐
小
学
校
は
、児
童

に
対
す
る
租
税
教
室
の

実
施
や
税
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー
・
作
文
な
ど
を

通
し
て
、租
税
教
育
に
貢

献
し
ま
し
た
。

富
士
山
は
雲
の
上
だ
っ
た
よ

　

10
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
、越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

第
21
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
越
前
町
児
童
作
品
展
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
高
賞
の
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
の
は「
富
士

山
は
雲
の
上
だ
っ
た
よ
」と
題
し
た
為
國
龍
次
さ
ん（
常
磐
小

４
年
）の
作
品
で
、家
族
と
富
士
山
に
登
っ
た
と
き
の
楽
し
い

思
い
出
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞 

常
磐
小
学
校
４
年 
為
国　

龍
次

福
井
県
知
事
賞 

朝
日
小
学
校
１
年 

加
藤　

玲
音

越
前
町
長
賞  

四
ヶ
浦
小
学
校
６
年 

荒
井　

裕
貴

越
前
町
議
会
議
長
賞 

朝
日
小
学
校
２
年 

椿　
　

莉
歩

越
前
町
教
育
長
賞 

宮
崎
小
学
校
３
年 

上
野　

瑛
水

◀奨励賞受賞について感想を
述べる為國さん

▲感謝状を受け取る　常磐小学校 近藤校長（左）

鯖
江
・
丹
生
消
防
音
楽
隊
が「
県
民
の
消
防
士
」を
受
賞
!!

　

11
月
10
日
、第
11
回「
県
民
の
消
防
士
」の
表
彰
の
つ
ど
い

が
福
井
テ
レ
ビ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
県
民
の
消
防
士
」は
、福
井
テ
レ
ビ
が
開
局
30
周
年
を
記

念
し
創
設
さ
れ
、日
夜
活

動
し
て
い
る
福
井
県
下

の
消
防
職
員
の
中
か
ら

特
に
功
績
の
あ
っ
た
個

人
ま
た
は
団
体
を
表
彰

す
る
制
度
で
す
。

　

つ
ど
い
に
は
消
防
関

係
者
約
２
０
０
人
が
出

席
す
る
中
、福
井
テ
レ
ビ

の
光
野
社
長
よ
り
表
彰

状
と
盾
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。丹

生
高
校
親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

11
月
７
日
、丹
生
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が「
親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」と
し
て
、丹
生
高
校
周
辺
の
バ
ス
停
や
公
園
な
ど
の
掃
除

や
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、保
護
者
、先
生
、生
徒
ら
55
人
が
参
加
し
、汗
を
流

し
な
が
ら
の
作
業
と
な

り
、「
今
後
も
、こ
の
よ
う

な
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

福
井
県
チ
ー
ム
、善
戦
及
ば
ず

～
第
10
回
全
中
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
～

　

11
月
14
日
・
15
日
、越
前
町
ホ
ッ
ケ
ー
場
な
ど
で
第
10
回

全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大

会
が
開
か
れ
、男
子
18
チ
ー
ム
・
女
子
18
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

福
井
県
チ
ー
ム
の
初
戦
は
、男
子
が
岩
手
県（
前
回
大
会
優

勝
）、女
子
が
京
都
府
で
し
た
が
、善
戦
む
な
し
く
敗
退
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、会
場
内
の
交
流
テ
ン
ト
で
は
、参
加
チ
ー
ム
の
選

手
や
関
係
者
な
ど
に
対
し
、解
禁
さ
れ
た
ば
か
り
の「
越
前

が
に
」が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
カ
ニ
汁
、町
内
で
採
れ
た
野
菜
が

入
っ
た
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

【
男
子
チ
ー
ム
】

　

1
回
戦　

福
井
県　

不
戦
勝　

鳥
取
県

　

2
回
戦　

福
井
県　

０
ー
３　

岩
手
県

　

交
流
戦　

福
井
県　

３
ー
０　

岐
阜
県

【
女
子
チ
ー
ム
】

　

１
回
戦　

福
井
県　

０
ー
０　

京
都
府

　
　
　
　
　
　
　

 (
Ｐ
Ｓ
２
ー
４)

　

交
流
戦　

福
井
県　

０
ー
０　

福
島
県

▲相手ゴール前に攻め込む福井県男子チーム

▲参加チームを「カニ汁」でおもてなし

峠坂目をうばわれる柿紅葉　　　　　山内　節子
鴉
からす

鳴く声の彼方や柿実る　　　　　　山内　照子
落葉して見通し広き並木道　　　　　土田ヤエ子
お会式を迎える寺の落葉炊く　　　　木村　松子



　10月27日、城崎小学校4年生20人
が、前田稔さんのハウスでほうれん草
の収穫体験をしました。児童たちは翌
日の給食に使うほうれん草11㎏を、葉
を痛めないよう慎重に収穫した後、ほ
うれん草の成長観察をするための、プ
ランター作りを行いました。児童たち
は前田さんの説明を真剣に聞き、作業
に取り組んでいました。体験した児童
は「野菜を作るのは大変だと思った。」
と感想を言っていました。

　10月中、町内6カ所の保育所（園）で、魚に関する食育体験が行われました。体験では、漁協女性部の協力により、干し
がれい・干しイカ作り、タコ飯作り、つみれ汁作りなどが行われました。子どもたちは、生の魚に触れるのは初めてで、最
初は恐る恐る見ていましたが、両手で掴んだり、魚の名前を質問するなど、興味津々でした。

　10月29日、織田中学校１年生47人が、山嵜農園（織田地区）の畑で、タマネギの苗植え体験をしました。
１人60本くらいずつ植えていき、「ずっとしゃがんでいるのは腰が痛いし、マルチの穴に１本ずつ植えていくのは思った
より大変な作業」と言っていました。
　この日は苗植えの他にもマルチひき、耕うん機を使う体験もしました。

▲みんなの給食のため、一生懸命収穫しました。 ▲前田さんの説明に真剣に耳を傾けています。

▲耕耘機を使ってみました。 ▲マルチひきは大変でした。 ▲一本一本丁寧に植えました。

自分達でさばいたイカをホットプレートで
焼いて食べました。 あさがお保育園

色々な魚に触れました。初めて見る魚もい
ました。 織田保育所

タコは茹でると赤くなりました!! 見学の後はみ
んなでおいしく食べました。 朝日西保育所

干しイカを作りました。出来上がったもの
は家で食べました。 朝日南保育所

干しかれい作りをしました。内臓取りが難
しかったです。 朝日北保育所

タイでつみれを作りました。包丁で細かく
叩く作業は難しかったです。 たいら保育園
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

漏
水
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
「
水
道
使
用
水
量
・
料
金
の
お
知
ら
せ
」を
見
た
ら
使
用
水

量
が
い
つ
も
よ
り
多
い
。

　

ど
こ
か
で
水
が
流
れ
る
音
が
す
る
。

　

そ
ん
な
と
き
は
漏
水
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
を
通
過
し
た
水
量
に
対
す
る
料
金
は
お

客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

時
々
水
道
メ
ー
タ
ー
を
見
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

漏
水
の
調
べ
方

①
ま
っ
た
く
水
を
使
っ
て
い
な
い
状
態
に
す
る
。

　
（
家
の
中
や
散
水
栓
な
ど
蛇
口
を
き
っ
ち
り
閉
め
る
）

②
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク(

下
図
参
照)

が
全
く
動
か
な
い
か
を
確
認
す
る
。

　
（
ゆ
っ
く
り
で
も
動
く
よ
う
な
ら
漏

水
の
可
能
性
大
）

③
漏
水
修
理
は
越
前
町
給
水
装
置
工

事
指
定
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７

１ ５ １ ７

パイロットマーク

１ ５ １ ７

冬
期
間
の
上
下
水
道
料
の
お
知
ら
せ

　

冬
期
間
は
積
雪
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
る
た
め
、そ
の
月
の
上
下
水
道
料
金
は
最
後
に
検

針
し
た
月
の
料
金
の
9
割
を
概
算
で
請
求
し
、そ
の
後
検
針

し
た
月
に
精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、概
算
料
金
の
期
間
は
、検
針
の
お
知
ら
せ
票（
レ

シ
ー
ト
）が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
の
人
は
、結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、お
手
数
で
す
が
通
帳
の
記
帳
な
ど
に
よ
る
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７

冬
季
の
水
道
使
用
に
注
意

　

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
に
つ
れ
、凍
結
に
よ
り
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、水
道
メ
ー
タ
ー
や
給
水
管
が
破
損
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も
安
心
し
て
水
を
飲
め
る
よ
う
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
夜
間
は
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。

◎
蛇
口
や
水
道
メ
ー
タ
ー
の
周
り
に
保
温
材

や
布
な
ど
を
巻
い
て
保
温
す
る
。（
凍
結

の
防
止
）

◎
融
雪
に
は
水
道
水
を
使
用
し
な
い
。（
水
不
足
の
防
止
）

◎
空
き
家
や
冬
季
に
使
用
し
な
い
小
屋
な
ど
で
の
、蛇
口
の

閉
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
点
検
す
る
。

◎
メ
ー
タ
ー
周
り
を
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
凍
っ
て
し
ま
い
水
が
出
な
い
場
合
は
？

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を

か
け
て
溶
か
し
ま
す
。
直
接
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
や
ヒ

ビ
割
れ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
？

　

メ
ー
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
内
の
止
水
栓
を
閉
め
て

水
を
止
め
ま
す
。
そ
し
て
、破
裂
し
た
部

分
に
布
か
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
て
応
急
処

置
を
し
て
か
ら
、上
下
水
道
課
ま
た
は
指

定
工
事
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７

雪
対
策
で
快
適
な
冬
を
！

　

冬
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？
12
月
1
日
か
ら
７
日
ま

で
は
、「
雪
に
備
え
る
週
間
」で
す
。
冬
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
考
え
、安
全
、安
心
な
冬
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

★
雪
が
降
る
ま
で
に
…

●
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
必
ず
装
着
し
ま
し
ょ
う
。
タ

イ
ヤ
は
す
り
減
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

●
耐
寒
用
品
な
ど
を
含
め
た
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
路
上
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
路
上
駐
車
は

せ
ず
、必
ず
駐
車
場
に
と
め
ま
し
ょ
う
。

★
雪
が
降
っ
た
ら
…

●
寒
い
屋
外
で
雪
か
き
を
す
る
と
き
は
、健
康
管
理
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
降
積
雪
時
の
マ
イ
カ
ー
の
利
用
は
な
る
べ
く
控
え
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
除
排
雪
さ
れ
た
雪
の
道
路
へ
の
投
げ
捨
て
は
止
め
ま

し
ょ
う
。

●
小
型
除
雪
機
に
よ
る
事
故
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
よ
る

転
落
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
生
活
道
路
や
歩
道
、バ
ス
停
、消
火
栓
、防
火
水
槽
、用
水

路
付
近
も
地
域
ぐ
る
み
で
雪
か
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
雪
か
き
な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　
建
設
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
３

模擬店の賑わふ通り蜻蛉舞ふ　　　　酒井スマ子
秋日差老睦

むつま

じくベランダに　　　　　西元　青石
冬田

たのも

面吹き荒
すさ

び行く風の音　　　　　山内　昭子
仏
ぶつ

壇
だん

の位牌に供ふ今年酒　　　　　　嵐　喜美枝



広報えちぜん 1�広報えちぜん1�

病
児
デ
イ
ケ
ア
事
業
の
お
知
ら
せ

【
病
児
デ
イ
ケ
ア
と
は
】

　

入
院
の
必
要
は
な
い

が
保
育
園
な
ど
に
は
預

け
ら
れ
な
い
病
気
治
療

中（
病
児
保
育
）の
児
童

や
、熱
は
下
が
っ
た
が
ま

だ
ち
ょ
っ
と
…（
病
後
児

保
育
）の
児
童
で
、保
護

者
が
仕
事
の
都
合
な
ど

で
休
め
な
い
と
き
に
お

預
か
り
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

【
利
用
時
間
】 

月
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時

（
越
前
町
外
の
施
設
に
よ
っ
て
は
、土
曜
日
の
午
前
中
利
用

で
き
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、施
設
に
よ
り
利
用
時
間

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
さ
れ
る
施
設
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

【
料
金
】 

２
、０
０
０
円 （
半
日
１
、０
０
０
円
）

（
た
だ
し
、第
３
子
以
上
３
歳
未
満
児
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

施
設
に
よ
っ
て
は
別
途
料
金
が
か
か
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ご
利
用
さ
れ
る
施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

【
利
用
申
込
】

実
施
施
設
ま
た
は
子
育
て
支
援
課
で
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

【
そ
の
他
】

　

実
施
施
設
の
都
合
で
お
休
み
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

実
施
施
設
で
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
児
童
に
は
定
員
が

あ
り
ま
す
。
実
施
施
設
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
子
育
て
支
援
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

【施設一覧】

越前町内
施　　設 所　在　地 ＴＥＬ 利用可能サービス

織田病院 丹生郡越前町織田106-44-1 0778-36-1000 病児・病後児保育

越前町外
施　　設 所　在　地 ＴＥＬ 利用可能サービス

福井県済生会乳児院 福井市和田中町徳万26 0776-30-0300 病後児保育

福井総合病院　小児科 福井市新田塚1-42-1 0776-21-1300 病後児保育

福井愛育病院
 愛育ちびっこハウス 福井市新保2-310 0776-54-5757 病児・病後児保育

大滝病院　病児保育園 福井市日光1-1-1 0776-23-3215 病児・病後児保育

斉藤病院　病児・病後児
デイケア「わらべ」 鯖江市中野町12-8-1 090-3765-0593 病児・病後児保育

野尻医院
病児デイケア「ままのて」 越前市平出1-12-37 0778-22-5000 病児・病後児保育

病後児保育室「さくらホーム」 越前市粟田部中央1-501 0778-22-5000 病後児保育

風船が破れるまでの夢でした　　　　　　河合　敏子
消費者の信頼破る愚か者　　　　　　　　岡田　智子

継ぎ当てたモンペの破れ亡母しきり　　　　竹内　涼子
選挙戦絆たずねてどこまでも　　　　　　　関谷一之助

児
童
扶
養
手
当
制
度

１
人

児
童
数

４
１
、７
２
０
円

全
額
支
給

所
得
に
応
じ
て 

４
１
、７
１
０
円
か
ら

９
、８
５
０
円
ま
で
10
円
き
ざ
み
の
額

一
部
支
給

第
２
子
に
つ
い
て
は
月
額
５
、０
０
０
円
、第
３
子
以
降
は

１
人
に
つ
き
月
額
３
、０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
所
得
に
よ
る
制
限

　

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、ま
た
そ
の
人
の
配
偶
者
お

よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
応
じ
て
手
当
の
全
部
ま
た

は
一
部
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

●
手
当
受
給
者
の
う
ち
受
給
開
始
か
ら
５
年
、ま
た
は
離
婚

な
ど
受
給
要
件
該
当
か
ら
７
年
の
ど
ち
ら
か
早
い
方
が

経
過
し
た
人
が
、経
過
以
前
と
同
様
の
手
当
額
を
受
給
す

る
に
は
各
種
書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
対
象

者
に
は
町
か
ら
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

※
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
が
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
制
度

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を

有
す
る
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は
母
も
し
く
は
、父
母
に

か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

　

20
歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、障
が
い
を
事
由
に
年
金
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
児
童
や
、児
童
入
所
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
児
童
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
手
当
の
額（
平
成
21
年
４
月
現
在
）

　

１
級　

５
０
、７
５
０
円

　

２
級　

３
３
、８
０
０
円

●
所
得
に
よ
る
制
限

　

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、ま
た
そ
の
人
の
配
偶
者
お

よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
は

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　
子
育
て
支
援
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関
す
る
国
民
の
関

心
を
深
め
る
と
と
も
に
、国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、及
び
そ
の
抑
止

に
つ
い
て
、国
民
の
間
に
広
く
認
識
を
深
め
る
た
め
、毎
年
12

月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
を「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」と
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６ｰ

２
２ｰ

４
２
１
０

12
月
10
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で
す

　

役
場
や
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
職
員
を
装
い
、保

険
証（
被
保
険
者
証
）を
だ
ま
し
取
る（
詐
取
）と
い
う
事
件

が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

事
件
の
内
容
は
、職
員
を
名
乗
る
者
が
、皆
さ
ん
の
ご

自
宅
を
訪
問
し
、

「
保
険
証
の
更
新
時
期
な
の
で
、古
い
保
険
証
を
回
収
し

に
来
ま
し
た
。
新
し
い
保
険
証
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。」

と
い
う
よ
う
な
説
明
を
し
、保
険
証
を
渡
す
よ
う
指
示
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

保
険
証（
被
保
険
者
証
）の
更
新
時
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
国
民
健
康
保
険

４
月
の
更
新
で
、３
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
直
接
郵
送
。

★
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

8
月
の
更
新
で
、7
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
直
接
郵
送
。

★
介
護
保
険

更
新
時
期
は
個
人
ご
と
に
異
な
り
ま
す
が
、担
当
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
訪
問
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
直
接
郵
送
。

●
役
場
や
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
職
員
が
、保
険
証

（
被
保
険
者
証
）を
回
収
す
る
た
め
に
、ご
自
宅
な
ど
を
訪
問

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
、特
別
な
事
情
に
よ
り
回
収
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

は
、事
前
に
通
知
な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。）

●
区
長
や
民
生
委
員
な
ど
に
、保
険
証
の
回
収
を
依
頼
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
証
な
ど
の
詐さ

取し
ゅ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

不
審
な
訪
問
者
が
来
た
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、絶
対
に
保

険
証（
被
保
険
者
証
）を
渡
さ
ず
に
、役
場
担
当
窓
口
ま
た
は

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

【
国
民
健
康
保
険
】　
住
民
課　

☎
３
４ｰ
８
７
０
８

【
介
護
保
険
】　
高
齢
福
祉
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
１

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】

高
齢
福
祉
課　
　
　
　
　
　
　

☎
３
４ｰ

８
７
１
１

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
０
７
７
６ｰ

５
４ｰ

６
３
３
０

　

国
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
に
応
え
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目

指
し
、社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を

一
新
し
、「
日
本
年
金
機
構
」と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

●
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
は
、新
た
に「
年
金
事
務
所
」

と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、年
金

相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続

き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、

国
民
の
皆
さ
ん
に
何
ら
か
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一
切

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、ご
安
心
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
井
社
会
保
険
事
務
局　

運
営
課

☎
０
７
７
６ｰ

３
０ｰ

５
４
１
５

「
日
本
年
金
機
構
」が

来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

社会保険庁 廃止

平成22年1月1日

日本年金機構

厚生労働省

公的年金の
運営業務

公的年金の
財政責任・運営責任

　

児
童
扶
養
手
当
は
、母
子
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
助
け
、児
童
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　

父
親
の
い
な
い
、ま
た
は
父
親
が
重
度
の
障
が
い
の
状
況

に
あ
る
家
庭
で
、18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
に
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
や
母
に
か
わ
っ

て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
手
当
の
額（
平
成
21
年
４
月
現
在
）
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12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て「
平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、本
年
12
月

か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
、調
査
員
が
各
該
当
事
業
所
へ
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
安
心
し
て
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

総
務
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
０

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
、

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
!!

土破り芽吹く命がいとおしい　　　　　　山田千栄子
玉手箱破られぬ様埋めておく　　　　　　山田　幸枝

荒波を二人で越えてきた絆　　　　　　　　松村　典子
恩師との絆はあつい年賀状　　　　　　　　武藤　久子

ふ
く
い
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

福
井
県
で
は
、大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
の
学
生
な

ど
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

多
く
の
県
内
企
業
が
集
ま
り
、会
社
情
報
、採
用
計
画
な

ど
最
新
情
報
を
い
ち
早
く
入
手
で
き
ま
す
の
で
、就
職
活
動

を
控
え
た
学
生
の
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

県
外
に
進
学
さ
れ
て
い
る
学
生
は
、保
護
者
か
ら
こ
の
機

会
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

★
ふ
る
さ
と
企
業
魅
力
発
見
フ
ェ
ア

と　
き　
平
成
22
年
１
月
４
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
11
時
15
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
受
付
開
始
10
時
45
分
か
ら
）

と
こ
ろ 

サ
ン
ド
ー
ム
福
井（
越
前
市
瓜
生
町
５ｰ

１ｰ
１
）

参
加
予
定
企
業　
１
７
０
社

参
加
対
象
者　
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
の
学
生（
学

年
問
わ
ず
）と
そ
の
保
護
者
・
大
学
関
係
者
・
Ｕ
タ
ー
ン
を

考
え
て
い
る
若
年
者（
第
二
新
卒
者
）

そ
の
他　
参
加
無
料
。
事
前
の
登
録
は
不
要
。

★
ふ
く
い
企
業
探
訪

◎
名
古
屋
会
場

　

参
加
予
定
企
業　
50
社

　

平
成
22
年
１
月
30
日（
土
）

　
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー（
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
４ｰ

４ｰ

３
８
）

◎
大
阪
会
場

　

参
加
予
定
企
業　
70
社

　

平
成
22
年
２
月
13
日（
土
）

　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ホ
ー
ル（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
１ｰ

７ｰ

31
）

◎
東
京
会
場

　

参
加
予
定
企
業　
45
社

　

平
成
22
年
２
月
20
日（
土
）

　

砂
防
会
館（
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２ｰ

７ｰ

５
）

開
催
時
間　
正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
受
付
開
始
午
前
11
時
30
分
か
ら
）

参
加
対
象
者　

平
成
23
年
３
月
新
規
大
学
な
ど（
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
学
校
）卒
業
予
定
者
・
福
井
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
を
希
望
す
る
社
会
人

そ
の
他　
参
加
無
料
。
事
前
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話
に
よ
り
ご
登
録
く
だ
さ
い
。）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
働
く
な
ら
、福
井
！
」若
者
就
職
ナ
ビ

http://w
w

w
.hatarakunara-fukui.jp/

検
索
ワ
ー
ド「
働
く
な
ら
福
井
」

問
合
せ
先

ふ
る
さ
と
企
業
魅
力
発
見
フ
ェ
ア

　

福
井
県
労
働
政
策
課　

  

☎
０
７
７
６ｰ

２
０ｰ

０
３
９
０

ふ
く
い
企
業
探
訪

　
福
井
県
ふ
る
さ
と
営
業
課　

☎
０
７
７
６ｰ

２
０ｰ

０
３
８
７

　
「
外
来
生
物
分
布
調
査
・
駆
除
業
務
」の
一
環
と
し
て
、12

月
上
旬
か
ら
１
月
に
か
け
て
ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
息
状
況
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
調
査
で
は
、社
寺
仏
閣
に
残
さ
れ
た
ア
ラ
イ
グ
マ
の
痕

跡
を
目
視
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
息
の

有
無
を
調
べ
ま
す
。

　

ま
た
、調
査
対
象
と
な
る
社
寺
仏
閣
所
在
地
の
区
長
に
対

し
て
は
、個
別
に
調
査
に
入
る
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
合
せ
先　
福
井
県
自
然
環
境
課 

自
然
環
境
保
全
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
７
６ｰ

２
０ｰ

０
３
０
６（
直
通
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
６ｰ

２
０ｰ

０
６
３
５　
　
　

ア
ラ
イ
グ
マ
生
息
状
況
調
査
へ
の

協
力
に
つ
い
て

　
「
露
天
風
呂　

漁
火
」、「
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
２

施
設
に
つ
い
て
は
、冬
季
間
無
休
で
営
業
し
て
お
り
ま
し
た

が
、今
年
度
よ
り
、毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
を
休
館
日
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
露
天
風
呂　
漁
火
】

休
館
日　
毎
月
、第
２
火
曜
日
・
第
４
火
曜
日

営
業
時
間　

平
日  

午
前
11
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で

　
　
　
　

土
日
・
祝
日  

午
前
10
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で

【
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
】

休
館
日　
毎
月
、第
２
火
曜
日
・
第
４
火
曜
日

営
業
時
間　

年
間  

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

問
合
せ
先　
（
財
）越
前
海
遊
公
社　

☎
３
７ｰ

２
３
６
０

（
財
）海
遊
公
社
各
施
設
の
冬
季
間

（
11
月
～
3
月
）休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

農
地
の
貸
し
借
り
が
安
心
し
て
で
き
ま
す

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
法

に
よ
る「
利
用
権
設
定
」で

あ
れ
ば
、貸
し
た
農
地
は
設

定
し
た
期
間
終
了
後
、離
作

料
な
ど
を
支
払
う
こ
と
な

く
貸
人
で
あ
る
農
地
所
有

者
に
返
っ
て
く
る
た
め
、安

心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り

が
行
え
ま
す
。

　

農
地
を
借
り
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
意
欲
あ
る
農

業
者
と
、高
齢
や
勤
め
な
ど
の
事
情
で
耕
作
で
き
な
い
農
地

所
有
者
と
の
間
で
、農
地
貸
借
な
ど
の
権
利（
利
用
権
）を
設

定
し
、農
地
の
有
効
利
用
と
農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
事
業
で
す
。

　

利
用
権
設
定
は
、町
が
農
業
委
員
会
の
決
定
を
経
て
農
用

地
利
用
集
積
計
画
を
作
成
し
、公
告
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果

が
生
じ
設
定
さ
れ
ま
す
。（
農
地
法
上
の
許
可
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。）町
で
は
毎
年
３
月
の
農
業
委
員
会
の
決
定
を
経

て
、４
月
に
公
告
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
権
設
定
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
利
用
権
設
定
の
申
請
に
つ
い
て

　

利
用
権
設
定
に
よ
る
農
地
の
貸
し
借
り
を
希
望
す
る
人

は
、「
農
用
地
利
用
集
積
計
画
書
」を
提
出
く
だ
さ
い
。

☆
貸
し
手
の
要
件
☆

　

①
農
業
者
年
金
の
受
給
者
で
な
い
こ
と
。

　

②
申
し
出
の
農
地
は
、小
作
地
で
な
い
こ
と
。

●
受
付
期
間　
4
月
公
告
分
… 

２
月
５
日
ま
で
に

●
問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

越
前
町
商
工
業
支
援
制
度
の
申
請
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

問
合
せ
先　
商
工
観
光
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
０

制　度　名 商工業育成資金利子補給制度 創業支援対策事業利子補給制度 中小企業退職金共済制度
加入促進補助制度

対　象　者

１ 町内で同一事業を1年以上経営していること
２ 町内の商工会員、越前焼工業協同組合

および準組合員であること
３ 申請時において納期到来した町税を完

納していること
４ 町の健全な発展に貢献していると認め

られること

１ 資本金若しくは出資金3,000万円以下また
は従業員が100人以下の会社および個人

２ 町内の商工会員で、国、県および公庫な
どの制度資金または金融機関の融資を受
けている人で商工会の審査を得たもの

３ 町内に本社または本店を有するもの
４ 申請時において納期到来した町税を完

納していること

町内に事業所を有する中小企業者で雇用
する従業員について、「中小企業退職金共
済制度」に新たに加入し、契約の日の属
する月から起算して12か月分の掛金を納
入した人

対象となる
制度資金

福井県制度資金
日本政策金融公庫貸付
福井県商工貯蓄共済制度資金

１ 店舗または工場の新設および運転資金、
設備資金

２ 新規部門の導入を行う店舗または工場
の増築または新築および運転資金、設
備資金

利子補給額
または

補助金の額

借入金額の0.3％以内
（一事業者の利子補給対象借入限度額は
1,000万円まで）

融資を受けた資金に対する支払利子額の
1/2以内
●新規事業：借入限度額3,000万円、
　　　　  利子補給限度率４％　３年間
●新部門：借入限度額1,000万円、
　　　　  利子補給限度率３％　２年間

契約締結時の共済掛金月額の12か月分の
20％

申請書提出先
商工会員…越前町商工会
越前焼工業協同組合員、準組合員
………………………越前焼工業協同組合

越前町商工会 町商工観光課

提出期限 １月８日（金） １月８日（金） １月２９日（金）

女
性
消
防
隊
に
よ
る
安
全
で
災
害
に
強
い

　
地
域
づ
く
り
推
進
事
業（
宝
く
じ
助
成
）で

　
　
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
を
購
入

　
（
財
）日
本
消
防
協
会
か
ら
助
成
を

受
け
、町
内
の
女
性
消
防
隊
の
初
期

消
火
活
動
を
支
援
す
る
備
品
と
し

て
、軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
を
購
入
し

ま
し
た
。

　

10
月
26
日
、役
場
別
館
で
朝
日
区

天
宝
女
性
消
防
隊
へ
の
、消
防
ポ
ン

プ
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、関
町
長
か
ら
ポ
ン
プ

が
手
渡
さ
れ
、天
宝
地
区
を
代

表
し
て
、内
藤
区
長（
天
王
）が
、

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

天
宝
女
性
消
防
隊
は
平
成
20

年
に
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
で

（
現
在
総
員
11
人
）、新
し
い
消

防
ポ
ン
プ
が
入
り
今
後
一
層
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
消
防
署

丹
生
分
署　

☎
３
６ｰ

０
１
１
９

朝
日
分
遣
所　

☎
３
４ｰ

０
１
１
９

越
前
分
遣
所　

☎
３
７ｰ

０
１
１
９

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
あ
な
た
の
命　
家
族
の
命

守
っ
て
く
れ
る　
住
宅
用
火
災
警
報
器
』

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
ス
ロ
ー
ガ
ン



I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

え
ち
ぜ
んみ

ん
な
集
ま
れ

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

え
ち
ぜ
ん

健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に

広報えちぜん 1�広報えちぜん1�

第
4
回 

越
前
町
小
・
中
学
生
書
初
め
競
書
大
会

～
席
上
揮
ご
う
会
～

　

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
働
く
県
内
の
授
産
施

設
な
ど
で
作
ら
れ
た
商
品
を
Ｐ
Ｒ
販
売
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
セ
ル
プ
と
は
…
英
語
でS

elf-H
elp

「
自
助
自
立
」か
ら
作

ら
れ
た
造
語
で
す
。

と　
き　
12
月
16
日（
水
）

午
前
11
時
30
分
か
ら
午
後
１
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　
役
場（
本
庁
）正
面
玄
関
ホ
ー
ル

販
売
品　
パ
ン
、お
菓
子
、コ
ー
ヒ
ー
豆
、雑
貨
品
ほ
か

問
合
せ
先　
社
会
福
祉
支
援
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
４

手
作
り
セ
ル
プ
フ
ェ
ア
！
開
催

成人の健康診査

申込・問合せ先　健康増進室 ☎36−1375  保健衛生課 ☎34−8710

実 施 日 会　　　場 子宮がん検診・乳がん検診

1月14日㈭
織田農村環境改善センター

「サンライズ織田」 13:15 ～14:15

　

福
井
県
と（
社
）福
井
県
歯
科
医
師
会
で
は
、無
料
歯
科
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
健
診
を
受
け
て
、む
し
歯
、歯
周
病
の
進

行
予
防
や
お
口
の
ケ
ア
に
つ
い
て
歯
科
医
と
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

実
施
期
間　
平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）ま
で

実
施
場
所　
県
内
無
料
歯
科
健
診
協
力
歯
科
医
院

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

受
診
方
法　
歯
科
医
で
健
康
保
険
証
、母
子
手
帳
、運
転
免
許

証
な
ど
を
提
示
す
る
だ
け
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 (

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す)

問
合
せ
先

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

健
康
増
進
課　

☎
５
１ｰ

０
０
３
４

ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で　

福
井
県
歯
科
検
診　

検
索

20
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
無
料
歯
科
健
診
！

破る事わかって見てる子の仕草　　　　　山内　千代
退屈に転た寝してる猫と居る　　　　　　山谷　ゆり

定年の靴が寝転ぶ勝手口　　　　　　　　　司辻　文子
散る日まで二人の絆弛めない　　　　　　　向当みつ子

　

書
初
め
競
書
大
会
の
一
次
審
査
を
通
過
し
た
参
加
者
に
よ

る
、席
上
揮
ご
う
会
を
行
い
ま
す
。

　

席
上
揮
ご
う
に
参
加
者
の
作
品
は
４
か
所
に
て
巡
回
展

示
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
席
上
揮
ご
う
会

と　
き　
平
成
22
年
１
月
９
日（
土
） 

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で

と
こ
ろ　
朝
日
中
学
校
体
育
館
お
よ
び
武
道
場

課　
題　
小
学
校
全
学
年
の
毛
筆
は
楷
書
。
全
中
学
生
は
行

　
　
　
　

書
と
す
る
。
な
お
、 

小
学
４
年
生
以
上
、 

全
中
学

　
　
　
　

生
の
課
題
は
当
日
発
表
で
す
。

◆
表
彰
式

と　
き　
平
成
22
年
１
月
23
日（
土
）  

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

【
書
初
め
展
の
日
程
】

●
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
玄
関
ホ
ー
ル

　

平
成
22
年
１
月
12
日（
火
）午
前
９
時
か
ら

平
成
22
年
１
月
23
日（
土
）正
午
ま
で

●
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宮
崎
分
館

　

平
成
22
年
１
月
24
日（
日
）午
後
１
時
か
ら

平
成
22
年
１
月
30
日（
土
）午
後
６
時
ま
で

●
織
田
文
化
歴
史
館

　

平
成
22
年
１
月
31
日（
日
）午
後
１
時
か
ら

平
成
22
年
２
月
６
日（
土
）午
後
６
時
ま
で

●
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
越
前
分
館

　

平
成
22
年
２
月
８
日（
月
）午
後
１
時
か
ら

平
成
22
年
２
月
13
日（
土
）午
後
４
時
ま
で

問
合
せ
先　
町
文
化
協
議
会 

書
初
め
競
書
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
３
４ｰ

２
０
０
０

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主管課
平成21年度旧宮崎総合事務所解体工事 28,875,000 円 ㈱大生 行政改革推進室
平成21年度宮崎コミュニティセンターサーバー室設置工事 6,142,500 円 山内建設㈱ 行政改革推進室
平成21年度元丹生地区農業共済組合建物解体工事 8,715,000 円 ㈱丸安建設 監理課
平成21年度大樟地区集会施設屋根改修工事 4,305,000 円 ㈱大生 監理課
平成21年度老人憩いの家「つるぎ荘」解体工事 2,572,500 円 丸善工務店㈱ 高齢福祉課
平成20年度 ( 繰 ) 寺山川水路改修その２工事 10,773,000 円 木村建設㈱ 建設課
平成21年度町道西大井線道路舗装修繕工事 4,651,500 円 ㈱森下組 建設課
平成21年度越前町道路台帳補正業務委託 3,486,000 円 ㈱平和ＩＴＣ 建設課
平成21年度町道宝泉寺ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ線交通安全施設整備その2工事 16,674,000 円 ㈱森下組 建設課
平成21年度朝日地区簡易水道統合整備事業赤井谷ポンプ場自家発電設備工事 23,415,000 円 ㈱創和テック 上下水道課
平成21年度旧朝日中学校校舎解体工事（西棟） 37,800,000 円 ㈱大生・㈱山本工務店 学校教育課
平成21年度旧朝日中学校校舎解体工事（東棟） 22,890,000 円 ㈱松田工務店 学校教育課
平成21年度越前町朝日勤労者体育館解体工事 21,420,000 円 オタ建設㈱ 生涯学習課
平成21年度越前町営朝日体育館解体工事 42,420,000 円 丹羽建設鋼業㈱・大門建設㈱ 生涯学習課
平成21年度織田民俗資料館解体工事 7,339,500 円 丸善工務店㈱ 文化スポーツ室
平成21年度朝日郷土資料館解体工事 4,095,000 円 ㈲ﾆｭｰﾁｯﾌﾟｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 文化スポーツ室

平成21年度 工事等発注一覧 (250万円以上 ) 10月16日～ 11月18日

　

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
部
科
学
省
総
務
省
所
管

の
正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。

　

仕
事
を
も
ち
な
が
ら
、自
宅
で
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
マ

イ
ペ
ー
ス
に
学
べ
ま
す
。
生
涯
学
習
に
最
適
で
す
。
集
団

入
学
で
入
学
料
半
額
と
な
り
ま
す
。

入
学
願
書
受
付　
平
成
22
年
２
月
28
日（
日
）ま
で

問
合
せ
先 　
〒
９
１
６ｰ

０
８
５
８

福
井
市
手
寄
１
丁
目
４ｰ

１ 

Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
７
Ｆ

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６ｰ

２
２ｰ

６
３
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
７
６ｰ

２
２ｰ

６
４
３
１

学
び
た
い  

そ
れ
が
入
学
資
格
で
す
！

　
「
地
域
の
力
で
青
少
年
の
健
全
育
成
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
今

年
も
青
少
年
健
全
育
成
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
大
会

～
明
日
を
担
う
青
少
年
の
た
め
に
～

と　
き　
12
月
６
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ　
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田　

ホ
ー
ル

内　
容　
青
少
年
育
成
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、

　
　
　
　

あ
さ
ひ
マ
リ
ン
バ
サ
ー
ク
ル
実
践
発
表
、講
演 

な
ど

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
３
４ｰ

２
０
０
０

＊がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行います。
＊子宮がん検診は20歳以上の人、乳がん検診は40歳以上の人が対象です。
＊当日、40歳以上の人は大腸がん健診（検便検査）も実施します。今年度未受診の人、手元に容器があり

未提出の人はぜひご提出ください。
＊子宮・乳がん検診のクーポン券をお持ちの人、奇数年生まれ（例 : 昭和35年生まれ）の未受診の人もぜひ

受診してください。
　受診ご希望の場合は、必ず予約をお願いします。



海
の
お
は
な
し

越
前

in今が旬のお魚12月

「そうはち」は名前ではなく、髪型の「総髪」のこと。「総髪」の人を正面から見た形に似ていたことからつけられたと
いわれている。体は長い楕円形で口が大きく、暗褐色。内出血して赤くなる越前ガレイ（アカガレイ）とは対象的に
裏が真っ白なことから越前ではシロガレイおよび嶺南ではエテガレイと呼ばれている。
値段は越前ガレイ（アカガレイ）よりも安価。
漁　法…９月～５月　漁場は水深100～200m底曳き網漁の魚として漁獲されます。
　　　　越前町で漁獲されるカレイ類の中で越前がれい（アカガレイ）に次いで多く獲れます。
食べ方…干物、焼き物、煮付けなどで主に食べられます。

その15

冬の時化
し　 け

広報えちぜん �0広報えちぜん�1

え
ち
ぜ
ん
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

得
々
情
報

問合せ先　税務課　☎34−8709

Ｑ：固定資産税の対象となる償却資産について教えてください。
Ａ：会社や個人で工場や商店などを経営している人や、駐車場やアパートなどを貸し

付けている人が、その事業のために使用している構築物、機械、器具、備品などの固

定資産を償却資産といい、土地や家屋と同様に固定資産税の対象となります。

　　主な償却資産を資産種類ごとに例示しますと次のとおりです。

　　●構築物（受変電設備、内装・内部造作、路面（駐車場）舗装、外構工事、看板など） 

　　●機械および装置（各種製造設備などの機械および装置、クレーン等建設機械など） 

　　●船舶（漁船、貨物船など）

　　●航空機（飛行機、ヘリコプターなど）

　　●車両および運搬具（大型特殊自動車、フォークリフトなど） 

　　●工具、器具、備品（パソコン、陳列ケース、医療機器、机・椅子、ロッカーなど） 

　　ただし、普通自動車や軽自動車のように、自動車税、軽自動車税の対象となるもの

や鉱業権・漁業権などのように無形減価償却資産は除かれます。

　　なお、事業のために使用している資産は、事業として他人に貸し付けている資産も

含みます。

　　これらの償却資産を所有されている人は、毎年1月1日現在に所有する償却資産

について1月31日までに申告書を提出していただくことになっています。

Ｑ：私はアパート経営をしていますが、償却資産の対象となる資産は何ですか？
Ａ：償却資産の対象となる資産として、駐車場の舗装路面、融雪設備、自転車置場、ごみ

置場、門扉、塀、側溝、屋外給排水設備、屋外照明設備などがあります。

　　固定資産税において、建物本体は家屋評価分になりますが、上記の設備などは償却

資産として申告していただく必要があります。

Ｑ：毎年申告していますが、平成21年中は資産の購入や廃棄はありません。
　  資産の入れ替えが無い場合にも申告は必要ですか？
Ａ：必要です。申告書に資産の増加・減少が無いという旨を記載して申告してください。

Ｑ：耐用年数を経過し、減価償却が終わった資産も申告する必要はありますか？
Ａ：すでに耐用年数を経過した資産であっても、その資産が事業に使用できる状態で

ある限り、課税の対象となりますので申告してください。

◎ひと、くらし輝いて
　藤愛好会
 9：45 ～ 10：00 （12/19 ～ 25）
 14：45 ～ 15：00 （12/19 ～ 25）
 20：45 ～ 21：00 （12/19 ～ 25）

◎丹南歴史探訪
　丹南味な旅　御神楽の煮しめ【再】
 10：30 ～ 11：00 （12/19 ～ 25）
 15：30 ～ 16：00 （12/19 ～ 25）
 21：30 ～ 22：00 （12/19 ～ 25）

◎越前町いきいき情報局
　①7：52 ～②12：52 ～③19：52 ～

◎Ｊｒ［ジュニア］
　越前町生涯学習センター宮崎分館
　クリスマスリースづくり
 9：30 ～ 9：45 （12/9 ～ 15）
 14：30 ～ 14：45 （12/9 ～ 15）
 20：30 ～ 20：45 （12/9 ～ 15）

地域ふれあいチャンネル（2CH）
（アナログ2ch・デジタル091ch）

※番組は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。
問合せ先
　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課　☎21−3277

12月の越前町関連の番組放送時間表

丹南HOT情報チャンネル
　　　　　　　（アナログ5ch）

償却資産に関するＱ＆Ａ

破られる為に樹立の新記録　　　　　　　上坂　末男
退屈で気楽お独りさまの夜　　　　　　　木下百合子

ここだけの話がひとり歩きする　　　　　　原　　榮子
退屈と思う事なし我が暮し　　　　　　　　関谷美和子

　

早
い
も
の
で
も
う
師
走
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、越
前
が
に
は

も
う
食
べ
ま
し
た
か
。
12
月
は
、越
前
が
に
の
漁
場
で
あ
る
若
狭
湾
の

海
水
の
温
度
も
ず
い
ぶ
ん
下
が
り
、海
上
で
は
時
化
が
多
く
な
っ
て
き

ま
す
。

　

さ
て
、漁
師
は
職
業
柄
、ニ
ュ
ー
ス
や
気
象
番
組
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

時
化
や
荒
天
時
に
は
漁
港
内
に
避
難
し
た
り
、船
を
揚
げ
る
な
ど
し
て

休
漁
し
ま
す
。
陸
上
に
い
る
私
た
ち
は
晴
れ
て
い
れ
ば
単
純
に
良
い
天

気
だ
と
判
断
し
ま
す
が
、海
上
で
作
業
す
る
漁
師
に
と
っ
て
は
、晴
天
よ

り
も
風
や
気
圧
の
変
化
で
出
漁
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。
ま
た
、

好
天
で
あ
っ
て
も
急
激
な
低
気
圧
が
来
る
な
ど
海
上
の
天
候
は
変
わ
り

や
す
い
の
で
、底
曳
漁
船
な
ど
は
操
業
を
継
続
す
る
か
ど
う
か
を
船
舶

電
話
や
無
線
な
ど
で
連
絡
を
取
り
合
い
決
定
し
、操
業
中
の
全
漁
船
が

一
斉
に
陸
へ
引
き
揚
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
漁
獲
高
よ
り
生
命
の

安
全
が
第
一
な
の
は
当
然
で
す
が
、通
常
の
海
上
作
業
に
お
い
て
も
安

全
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、冬
場
に
時
化
が
数
日
続
く
と
漁
に
出
ら
れ
な
い
た
め
に
、

越
前
が
に
や
地
物
の
新
鮮
な
魚
が
手
に

入
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
特
に
今
月
は

お
歳
暮
や
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
る

た
め
値
段
が
高
く
な
り
ま
す
。
水
産
業

関
係
者
に
と
っ
て
は
、長
期
間
の
時
化
は

痛
手
で
、早
く
凪な
ぎ

の
日
が
来
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、穏
や
か
な
海
も
良
い
で
す
が
、

風
が
吹
き
付
け
る
日
に
、露
天
風
呂
漁
火

や
露
天
風
呂
日
本
海
に
浸
か
り
な
が
ら

冬
の
日
本
海
の
ギ
ザ
ギ
ザ
な
水
平
線
と

飛
び
行
く
カ
モ
メ
を
見
る
の
も
オ
ツ
な

も
の
で
す
の
で
、機
会
が
あ
れ
ば
お
試
し

く
だ
さ
い
。



新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

（
敬
称
略
、
11
月
20
現
在
）

（
敬
称
略
、
11
月
20
現
在
）

え
ち
ぜ
ん
年
代
記
　

第
五
十
七
回
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12
月
20
日（
日
）	

両
林
医
院	

３
７ｰ

０
０
０
５

12
月
23
日（
水
）	

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

12
月
27
日（
日
）	

整
形
外
科
大
城
医
院	

３
２ｰ

３
５
０
０

12
月
29
日（
火
）	

伊
部
病
院	

３
４ｰ

０
２
２
０

12
月
30
日（
水
）	

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院	

３
２ｰ

２
７
７
４

12
月
31
日（
木
）	

橘
医
院	

３
６ｰ

０
０
１
５

1
月
1
日（
金
）	

渡
辺
内
科
医
院	

３
４ｰ

５
５
１
５

1
月
2
日（
土
）	

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

1
月
3
日（
日
）	

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

休
日
当
番
医

注
）
診
察
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。 

注
）
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

人口と世帯
（11月1日現在）

人　口 24,260人

　男 11,721人
　女 12,539人
世帯数 7,292戸

「本の帯コンクール」優秀作品  巡回展示
　第4回本の帯コンクールの優秀
作品を次のとおり町内各図書館
で順次展示します。子どもたち
の力作をこの機会にお近くの図
書館でぜひご覧ください。

（前月より3人減）

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
1
か
月
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
こ
の
１
年
を
ど
の

よ
う
に
振
り
返
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
新
年
に
立
て
た
計
画
や
目
標
が
達
成

し
た
か
ど
う
か
。」「
ま
だ
や
り
残
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。」な
ど
、人
そ
れ
ぞ
れ
に
振

り
返
り
方
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
最
中
で
す
。
外
出

先
か
ら
戻
っ
た
ら
、手
洗
い
・
う
が
い
を
念

入
り
に
し
、栄
養
と
睡
眠
を
十
分
と
り
・
体

調
の
変
化
に
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
忘
年
会
な

ど
の
楽
し
い
行
事
が
満
載
の
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、く
れ
ぐ
れ
も
暴
飲
暴
食
に

気
を
付
け
て
忙
し
い「
師
走
」を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
Ｋ
）

十
七
世
紀
中
頃
の
越
前
赤
瓦
の
窯
跡
、

平
等
で
発
見
さ
れ
る
。

　

越
前
赤
瓦
の
最
古
の
窯
跡
が
、
二
〇
〇
七
年
に
平
等
で
発
見

さ
れ
、
新
聞
紙
上
を
大
変
に
ぎ
わ
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
赤
瓦

は
、
福
井
城
や
金
沢
城
の
発
掘
調
査
で
大
量
に
見
つ
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
生
産
地
ま
で
は
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
越
前
赤
瓦
は
、
謎
の
瓦
だ
っ
た
の
で
す
。

　

越
前
赤
瓦
と
は
、
鉄
分
を
多
く
含
む
土
の
薄
め
た
も
の
を
塗

り
、
独
自
の
方
法
で
焼
き
上
げ
た
も
の
で
す
。
い
わ
ば
、
越
前

焼
の
陶
器
の
瓦
で
す
。
赤
瓦
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
県
内
各

地
で
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
優
れ
た
耐
水
性
や
耐
寒
性
か

ら
、
幕
末
に
は
、
東
北
地
方
や
北
海
道
な
ど
日
本
海
沿
岸
地
域

を
席
巻
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
窯
の
名
は
上か
み

鍵か
ぎ

谷だ
に

窯か
ま

跡あ
と

と
言
い
ま
す
。
窯
跡
は
四
か
所

で
見
つ
か
り
、
大
き
さ
は
幅
四
～
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
十
五
～

二
十
メ
ー
ト
ル
前
後
。
緩
斜
地
を
利
用
し
、
斜
面
に
直
交
さ
れ

る
よ
う
な
形
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
赤
瓦
は
、
城
や
寺
院
な
ど

の
本
瓦
葺
き
に
使
わ
れ
る
軒の
き

丸ま
る

瓦が
わ
ら、
軒の
き

平ひ
ら

瓦が
わ
ら、
平
瓦
な
ど
で
、

福
井
城
跡
の
出
土
瓦
と
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
し
た
。

　

越
前
赤
瓦
は
、
い
ぶ
し
瓦
や
石せ
き

洲し
ゅ
う

瓦が
わ
らと
と
も
に
、
江
戸
時

代
後
期
か
ら
明
治
時
代
の
三
大
瓦
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

上
鍵
谷
窯
跡
の
発
見
に
よ
っ
て
、
赤
瓦
の
発
祥
地
が
判
明
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
福
井
県
の
窯
業
の
ル
ー
ツ
を
探
る
う
え
で
貴

重
な
発
見
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（展示期間）
●１１月２２日（日）～１２月５日（土）
●１２月８日（火）～１２月２０日（日）
●１２月２4日（木）～１月１０日（日）
●１月１３日（水）～１月２４日（日）

（展示場所）
織田分館（文化歴史館内）
町立図書館
宮崎分館（生涯学習センター宮崎分館内）
越前分館（生涯学習センター越前分館内）

町内図書館年末・年始の
業務案内
　町内図書館の年末・年始は、次のと
おり休館とさせていただきますので、
皆さんのご協力をお願いします。なお、
町立図書館および織田分館において
は、休館中でも図書などの返却が可能
な「ブックポスト」をご利用ください。

（休館日）

全国優良読書グループ表彰受賞
　朝日読書会（代表 上野保雄氏）が、（社）読書推進
運動協議会長より第42回全国優良読書グループ
表彰を受賞しました。
　この表彰は、各都道府県で活躍する優秀な読
書グループに授与されるもので、今回、朝日読
書会の永年の多種にわたる積極的な読書会活動
が評価されました。

　

11
月
14
日
・
15
日
に
開
か
れ
た
、越
前
か

に
ま
つ
り
で
の
一
コ
マ
で
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
た
冬
の
味
覚「
越
前

が
に
」を
は
じ
め
、新
鮮
な
海
の
幸
を
買
い

求
め
る
人
で
、例
年
に
も
増
し
て
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

町立図書館
１２月２８日（月）～１月４日（月）

織田分館
宮崎分館

１２月２９日（火）～１月３日（日）
越前分館

東
内
郡　

正
木　
　

漣れ
ん 

（
健
一
、
男
）

内　

郡　

奥
村　

美み

う海
（
修
己
、
女
）

朝　

日　

久
保
美み

波な

望も 

（
秀
樹
、
女
）

気
比
庄　

峯
葊　

依い

地ち 

（
弦
、
男
）

気
比
庄　

髙
島　

颯は
や

人と 

（
誠
、
男
）

田　

中　

鷲
田
菜な

な々

子こ 

（
高
義
、
女
）

　

市　
　

小
林　

圭け
い

吾ご 

（
洋
一
、
男
）

下
糸
生　

古
﨑　

愛ま
な

実み 

（
竜
司
、
女
）

小
曽
原　

間
所　
　

環
た
ま
き 

（
祐
丞
、
女
）

円　

満　

河
合　

瑛え
い

冬と 

（
純
人
、
男
）

　

厨　
　

河
井　

琉
り
ゅ
う

貴き 

（
一
貴
、
男
）

高　

佐　

柴
矢　

日に
ち

花か 

（
宏
平
、
女
）

米　

ノ　

小
林
凛り

ん

太た

郎ろ
う 

（
達
美
、
男
）

赤
井
谷　

恵
美　
　

葵
あ
お
い 

（
智
一
、
女
）

萩
野
の
里　

佐
々
木
七な

菜な 

（
孝
明
、
女
）

西
ケ
丘　

佐
々
木
愛あ

心こ 

（
有
治
、
女
）

朝　

日　

山
岸
チ
ヨ
コ 

（
90
歳
）

上
川
去　

河
合
あ
さ
を 

（
91
歳
）

横　

山　

島
津　

敏
子 

（
86
歳
）

野　

末　

児
玉　

香
織 

（
81
歳
）

小
曽
原　

前
田　
　

傳 

（
84
歳
）

江　

波　

田
畑　
　

勵 

（
82
歳
）

大　

谷　

佐
藤
ひ
め
を 

（
90
歳
）

血
ケ
平　

松
本　

有
弘 

（
89
歳
）

　

宿　
　

嶋
﨑　

幸
雄 

（
87
歳
）

新　

保　

小
島
小
す
み 

（
90
歳
）

小　

樟　

濵
野　

順
一 

（
85
歳
）

　

厨　
　

市
川　

春
光 

（
89
歳
）

米　

ノ　

東　
　

君
子 

（
86
歳
）

上　

野　

橋
本　

正
美 

（
78
歳
）

寺　

家　

岩
渕
ひ
な
を 

（
86
歳
）

　

辻　
　

小
辻
伊
太
夫 

（
88
歳
）

下
山
中　

中
西　

正
男 

（
64
歳
）

赤
井
谷　

渡
辺　

庄
市 

（
88
歳
）



えちぜんカレンダー 12月16日～1月15日

生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H15.4.2～H16.4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所
麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

おはなしひろば

町立図書館織田分館　児童コーナー
場　　　　所

毎月第３土曜日
実施日

14：00～15：00
時　　間

消費者生活相談

朝日農村環境改善センター（役場隣）
場　　　　所

毎週木曜日
実施日

14：00～17：00
時　　間

中 止
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

常　　　時
中 止
毎週木曜日
毎日午前中
毎日午前中

あ さ が お 保 育 園
朝 日 中 央 保 育 所
朝 日 西 保 育 所
朝 日 南 保 育 所
朝 日 北 保 育 所
宮 崎 中 央 保 育 所
小 曽 原 保 育 所
陶 の 谷 保 育 所
城 崎 南 保 育 所
西 徳 寺 保 育 園
四 ヶ 浦 保 育 園
織 田 保 育 所
は ぎ の 保 育 園
た い ら 保 育 園

34－1110
34－0081
34－5602
34－1614
34－1762
32－2067
32－2039
32－3014
39－1801
37－1354
37－0305
36－0160
36－0396
36－0251

実　施　日 場　　　所 電話番号
なかよしひろば（園開放）

※町内でも新型インフルエンザが流行していますので、しばらく園開放は中止とさ
せていただきます。

再就職者のための生活就労相談国民健康保険税 第6期　納期限 12月25日（金）
固定資産税  第 3期　納期限 12月28日（月）納税のお知らせ

と　き １２月１６日（水）１３：３０～１６：００　
ところ  越前町役場別館
問合せ先  福井県求職者支援センター　☎０７７６－３０－０４５１

広報えちぜん ��
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再生紙を使用しています

（越前町交通安全町民指標）
私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし　事故一つない町を目指します！

広
報
え
ち
ぜ
ん
第
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号　
平
成
21
年
12
月
1
日
発
行

越
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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w
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月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

12

16日（水）

子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

離乳食教室
☆５か月から６か月児を対象とします。身体測定、育児相談
も行います。（対象者には個人通知します。）

９：３０～１０：００ 織田保健福祉センター

精神相談員によるこころの健康相談
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710

１３：３０～１４：３０ 朝日保健センター

17日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034

１３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

18日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

21日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

24日（木） 子育てサロン １0：００～１1：3０ 宮崎保健センター（江波）

25日（金）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター

子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

28日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

1

4日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

5日（火） 心配ごと相談

１３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

１３：００～１６：００ 宮崎保健センター（江波）

１３：００～１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）

6日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

7日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034

１３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

8日（金）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター

子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

13日（水）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

悠々いきいきサロン（男性）
内容：腰痛ストレッチ体操（参加費６００円）

９：３０～　　　 宮崎保健センター（江波）

15日（金）

１歳６か月児健診 １4：0０～１４：３０
織田保健福祉センター（織田）

3歳６か月児健診 １3：3０～１４：0０

子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）


